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｜ 福西朋子先生と清水谷正尊先生のお二人に、子ども
学科を中心に高田短期大学（以下高短）の魅力や
高短の建学の精神についてお話しいただきました。

福西先生と子ども学科

｜ 福西先生と子ども学科とのつながりのきっかけは？
福西　たまたま高校時代の音楽の
恩師と短大に居られた音楽の先生
が知り合いで、高短で音楽の教員を
一人探しているということで、お声が
けいただきました。大学では、教育
学部で中学校の音楽教員養成課
程で学んでいたので、幼児教育は

畑違い。ただ、高短ではピアノのレッスンが主になるとい
うことでした。私は、大学・大学院を通じて、音楽と向き
あっており、特技を生かせるのであればということでお引
き受けしました。
　高短に就職後、結婚して子どもが生まれたのですが、
自分の子育てのいろんな経験が、短大での教育内容を
深めていくのにも役だったりして、幼児教育がだんだん
面白くなって今日まで来ました。

学長の子ども学科についての印象

｜ 学長になられて１年、子ども学科についての印象、
　 ご感想はありますか？

学長　学長になる前からキャリア育
成学科で仏教を教えていますが、
10年ほど前までは子ども学科で教
えていました。その頃の印象ですが、
子ども学科の学生さんたちは、子ど
もを相手にするだけに、活発で、元
気があって、情緒が豊かな印象があ
りますね。
　学長になってからは、学生さんよりも先生方と接する
機会の方が多いのですが、子ども学科の先生方は、ほ

んとに学生さんに対して親身になってくれる先生が多い
ように思います。もちろんキャリア育成学科も同様で、
これこそが高短の大きな魅力だと思います。

子ども学科で学生さん達に
学んでほしいこと

｜ 福西先生は子ども学科ではどういう所に
　 重点を置かれていますでしょうか？

福西　今は昔とは違いタブレットやスマホから、ありと
あらゆる情報を得ることができ視野は広がりました。子
どもたちを含め、私たちにはたくさんの情報が「入力」
されています。けれども「入力」したものを活かして自分
の考えや行動として「出力」する、自分の身体を使って
外に出す、ということもとても大事だと考えています。何
より、スマホ等の狭い画面から感じとるものはとても限
定されているようにも思います。このような現代だからこ
そ、人間の持っている五感をフル稼働して身体を使っ
て活動することを大事にしたいですし、子どもが育つ上
でもこのことは欠かせないことです。そこで、子ども学科
では五感を豊かにできる環境での活動を重視していま
す。その環境のひとつとして「たかたんフォレストのびの
びひろば」と称した森があります。この森の活用は、以
前、本学科に所属されていた河﨑道夫先生の発案か
らでもあり、その先生は「自然の中での活動、遊びの出
来る保育者が、これから必ず必ず求められる」と常日
頃、仰っていました。本学科で学生さんが経験したこと
を保育の現場に活かしてもらいたい、子どもたちが五

感をフル稼働
させて伸び伸
びと遊べること
に繋がってほし
いと願っていま
す。
　ということで、
子ども学科で

は、自然保育を体験的に学ぶことができますし、これは、
自然が豊かな三重県、そして高短だからこその特色だと
思います。
　森の整備は複数の教員で行いましたが私も関わりま
した。これまでに竹を伐ったり、伐った竹を処分するため
に竹破砕機を津市からお借りして粉砕する作業も行い
ました。粉砕した粉は山に撒いたのですが、その場所か
ら、なんとカブトムシの幼虫が大量発生したのには驚き
ました。

VS巻頭巻頭インタビューインタビュー 福西朋子 子ども学科長
清水谷正尊 学長

 interview
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｜ ピアノを弾く繊細な指で、荒 し々い作業？
福西　幼い頃に近くの山で秘密基地をつくったのと同
じ感覚で楽しんでいるので山での作業には抵抗感があ
りません。それに、「高短の森」については、場所を提供
していただいている地主さんのご理解や学外の方々か
らもこれからの活動に期待していただいていますので、
子どもや保育のための環境として整備が進めばと思っ
ています。
　それと、私が担当する音楽関連でも、豊かな表現のた
めには、やっぱり五感で感じることが必要です。音楽も自
然と深いところでつながっています。自然の中で音を聴
く、自然物から音を奏でるような活動もゼミや音楽科目
で行っています。

建学の精神と子ども学科

｜ 学長は、福西先生のお話をお聞きになって
　 どのようにお感じになられましたでしょうか？

学長　高短の建学の精神は仏教精神ですが、仏教の
お経の中に「赤いものは赤く光り、白いものは白く光る」と
いう言葉があります。それぞれがそれぞれの個性を発揮
して光り輝くという意味です。
　昔、私の父が言っていたのですが、キリスト教の聖者
は皆、優しそうな顔に白い髭を生やした似たような顔を
していますが、仏教のお坊さんは、温かそうな法然さん
もいれば、厳しそうな親鸞さん、怖そうな達磨さん、ひね
くれた一休さんなど、それぞれ個性的な顔をしています。
それは、それぞれの個性が発揮される仏教だからこそだ
と思います。お釈迦様がおっしゃった「自灯明、法灯明」
という言葉にも、そのことがよく現れています。
　そして、それぞれが光り輝くということは、自分のことを
大事にすると同時に、まわりのみんなのことも認めるとい
うことです。みんなちがって、みんないい。それを高短で
は「やわらか心」と呼んで、教育の理念としています。自
分の個性と良さを伸ばし、まわりのみんなのことも認めあ
い、助け合って、一つのチームとして何かことをなしてい
くことができるのは、「やわらか心」があってこそだと思い
ます。
　高短の先生方は、そういう「やわらか心」を持った社
会人になるように教育してくださっています。具体的に
は、学生さんたちに対して、こうしなさい、こうなりなさい
と、型にはめていくのではなくて、学生さんそれぞれが自
分でやりがいやおもしろさを見つけて、まわりのみんなと
一緒に伸びていくような教育をしてくださっていると思い
ます。自分が認められてこそ、まわりを認める心も育まれ
ます。つまり「やわらか心」が育まれます。高短にはそう
やって学生が主体的に育つのをサポートしてくれる先
生方がたくさんいらっしゃいます。これは、仏教精神に基
づいたこの学校の良さだと私は思っています。

　福西先生が五感の話をされましたが、「やわらか心」
を持つとき、まわりのいろいろな良さに気づき、豊かな
五感が育まれるように思います。

高校生の皆さんへのメッセージ

｜ 高校生へのメッセージ、まずは福西先生から
福西　私がここで保育者の養成に携わる目的は、やっ
ぱり子ども達のためにと言うのが一番にあります。子ど
もが育つには知識や情報の多さ以上に、自分の身体を
使って、まずやってみて、そこで考え気づいて、またやっ
てみる、という流れが大切で、その過程で身体も心も
育っていくのだと思います。このことを大切に考える保
育者を養成するには、学生さんたちにもそのような経験
が必要だと考え、今に至っています。子どもの頃を思い
出して、子どものように活動するなかでの学びや気づき
が、保育の場できっと生きてくると考えていますし、その
先に子どもたちの笑顔があればなと思っています。
　さて、私はゼミの学生さん達に高短に入学した理由を
聞いていますが、さまざまな境遇、辛い立場に置かれて
いる子どもたちの力になりたいから、と言った学生さんも
いました。大げさかも知れませんが、高短の子ども学科
に入るということは、子ども達の幸せのために働く、生き
がいのある職を目指せることだと思います。確かに講義
も演習も幅広くあり、大変な面もあるかもしれないけれ
ど、職を得てずっと働き続けると、自分も成長できる機会
もたくさんあるので、保育者を目指すのは、とても夢のあ
ることだと思っています。高短にはその夢をかなえること
を支える先生方も大勢いてくださいますし、「高短の森」
のように五感を磨く環境もあります。ぜひとも保育者をめ
ざして高短で私たちと一緒に学びませんか？
　高短には、奨学金など、学びを支える様々な制度もあ
ります。また、困ったときに相談出来る学生相談室、つら
いときに寄り添ってくれるカウンセリング室・保健室、また
就職を支援するキャリア支援センターもあって、学生さん
達が安心して過ごせる環境が整っています。

｜ 学長からもメッセージを
学長　高校生の皆さんに対してですと、子どもが好き
だったり、誰かを楽しませるのが好きな人は、高短の子
ども学科がお勧めですよ、って思います。子どもたちの
かわいい笑顔をたくさん見ることができますし、またどう
やったら笑顔を見せてくれるのかを考えて行動するの
が保育職の仕事だと思うので、人が喜んでくれるのが
嬉しいと思う生徒さんは、ぜひ高短にお越しください、と
思います。

� （聞き手　大野　照文）
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たかたん×三重の保育・子育て
　「一人の子どもを育てるには、一つの村が必要だ」とは
アフリカの諺ですが、子どもは家族のみではなく地域で
多くの大人との関わりの中で育てるものだということ
です。日本においても「子ども」に関わることは「子ども
家庭庁」の新設からも窺えるように国として取り組むべ
き重要なことと位置づけられています。その渦中におい
て「たかたん」の子ども学科としてできることは何かと
問い直していますが、まずは子どもの育ちに大人として
関わることの「楽しさとかけがえのなさ」を学生さんが
感じることだと思っています。保育や子育てに対する
ネガティブな情報が氾濫する現代ですし、実際の保育の
場では保育者不足に端を発する課題が多々あることも
否めません。しかしながら、子どもたちとのリアルな体
験と「子どもとこれをしたい、このような保育をしたい」
と描けるような学びや経験ができる教育や環境を提供
することが「たかたん」の担うべきことだと考えます。
加えて、三重での保育・子育ての充実に寄与できる保育
者輩出を地域の皆さまと繋がりながらこれからも行っ
ていきたいと思います。

新しい科目が始まります！
　令和５年度生カリキュラムに「たかたん保育特別演
習」と称し、自然保育、子育て支援、保育教材をテーマに
３つの科目を新設、今年度後期開講です。
　「自然保育」は、大学周辺の自然環境をフィールドと
して実施します。自然のなかでの子どもの育ちは三重
県でもその意義が着目され、「自然保育の推進」に向けた
取り組みが保育や子育ての場でも多々行われています。
本科目では、県内で自然体験や自然保育に関わる方々を
講師に迎え「自然体験活動指導者（NEAL資格）」取得を
含み、地域の自然保育に活かすことのできる実践的な
授業を行っていきます。
　「子育て支援」は、学内の「おやこひろば たかたん」に
おけるリアルな子育て支援活動から学びを得る科目で
す。ひろば参加の皆さま対象の活動企画・実践と振り返
りを積み重ねていきます。親子の皆さまのご協力を得
ながら、子育てサポーターとしての理解を深め、実践力
を身につけていきます。
　「保育教材」は、製作した教材を子どもの発達や保育
内容と関連づけてどのように活用するのか、と保育現
場で実践できることを一番の目的としています。講師
はプロの絵本・あそび作家の浦中浩一先生で本学卒業
生でもあります。保育の場での表現活動講師も数多く、
その経験に裏打ちされた授業は後輩に強く響くことで
しょう。

ファミリーデー@ゼミナール活動
　育文センター主催
の フ ァ ミ リ ー デ ー

（R5.12）に３つのゼ
ミが、親子で身体を
動 か し た り 製 作 し
た り す る 活 動 や 日
常 で は 体 験 で き な
いあそびの企画・実
践 に チ ャ レ ン ジ し
ました。当日は頭で
考 え た だ け で は 思
う 通 り に い か な い
こ と ば か り、「臨 機
応変」に動くこと必

須の場でした。多々反省点はありましたが、たくさんの
笑顔を親子の皆さんにいただきました。このような経験
ができる機会をこれからも創出していきます。
 （子ども学科長　福西　朋子）

地域の親子の皆さまと音あそび
～木の音ってすてきだね！楽器作りと演奏会～
　三重県産木材を用いた打楽器を製作し、学生やプロ
の音楽家と一緒に音遊びや演奏を楽しむイベントを
行っています。ゆめ基金からの助成や県内の木工職人
の方々に協力を得て、これまで、ヒノキ材によるクラベ
ス（R4･夏）やカスタネット（R6･春）、スギ材によるカホ
ン（R4･秋/R5･秋）を作ってまいりました。幼児には少
し難しいと思われる釘打ちやカンナ削りも保護者の助
けのもと少しずつ手馴れていく様子が見られ、お子様
の木工デビューの機会としても喜ばれています。製作
後の音遊びや音楽家による特別レッスン、さらにはス
テージや森の広場で行う演奏会は格別で、地元の木材
ならではの温かみのある音が一斉に鳴り響く瞬間には
いつも心が震えます。大学を核とした子どもの自然体
験、文化や技術の伝承、地域の絆づくりを促す取り組み
として、今後も継続的な実施に努めてまいります。

子ども学科

（子ども学科教授　山本　敦子）
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の実践力に繋がることを期
待しています。
　「おやこひろばたかたん」
のもう一つの目玉は、ひろ
ばにかかわるスタッフや
教職員が専門的な視点を
持っているという点です。
中でも、月に1回ある子育て講座では担当者の専門分野を活
かした遊びや講話を計画していますので、楽しく参加しながら
子育てのことを相談する機会にもなります。
　これからも地域の親子に「おやこひろばた
かたんに来てよかった」と思ってもらえるよ
うな場にしていきたいです。
 （育児文化研究センター長　青木　信子）

●おやこひろばたかたん
　本センターでは、地域子育て支援事業として、学内で「おや
こひろばたかたん」を開催しています。
　「おやこひろばたかたん」の目玉の一つは学生がいつでも
参加できる環境にあることです。ボランティアとして単発で
入ることもありますし、自分たちで企画から実践まで継続的
に参加することもあります。
後期からはたかたん保育
特別演習「子育て支援」の
授業も始まります。学生が
参加することで、ひろばに
は活気と明るさが溢れるこ
とを、学生には保育現場で

育児文化研究センター

実習を通して学んだこと
子ども学科２年　渡辺　佳鈴
　高短に入学して一年が経ち、講義や
実習を通してたくさんの力を身に着けることができ
ました。初めての実習では子どもたちと楽しく関わ
ることができるのかな、部分実習はうまくいくのか
な、など不安な気持ちでいっぱいでした。しかしいざ
現場に立ってみると、子どもたちはとってもかわい
くて楽しく関わることができました。それと同時に
子どもたち同士のトラブルがあった時の対応の仕方
や子どもたちが持っている力を存分に生かすことが
できる環境づくり、声かけなどたくさんのことを学
ぶことができました。そして子どもたちは自然の中
で育まれる力がありその力を信じて関わることが大
切なのだと学ぶことができました。実習を通して学
んだことをこれからの実習や保育現場でも活かして
いきたいです。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、
辛かったこと　③将来の夢　④高田短大とは
⑤後輩へのメッセージ

あこがれの保育者
子ども学科　令和５年度卒　山田　ゆい
❶四日市市立日永中央保育園　❷毎日元気いっぱいの子どもたちと
関われること。日々大変だと感じることはありますが、子どもの成長
を近くで見守れることにやりがいを感じています。子どもたちの明
るい笑顔は、私まで笑顔いっぱいにしてくれます。 ❸子どもたち一
人ひとりに寄り添い、のびのび安心して過ごせる環境作りをしてい
きたいです。そのために、他の先生や保護者の方とのコミュニケー
ションを大切にし、子どものできた！を喜び合える関係を築いてい
きます。 ❹保育者としての専門的な知識、技術を培うための場所で
す。実践的な授業や実習での経験が活きていることが多くあります。 
❺高短で過ごす２年間はあっという間だと思います。楽しいこと、辛
いことそれら全てが自分にとってより良い経験となります。今でき
ることに、どんどんチャレンジしていってください。

卒業生からのメッセージ

委託訓練生委託訓練生の学生さんの学生さんににインタビューインタビュー
●好きな授業は何ですか？
　私の好きな授業は「造形表現技術」です。大学ではフェル
トで布絵本などを製作し、子どもの発達段階に合わせそれ
ぞれが楽しめる保育教材について学びを深められています。
 （寺澤さん）
●高田短大の生活について
　先生方や現役生と初めはどのような関わりをしていったら良
いのか不安な部分もありましたが、先生方は温かい雰囲気で
サポートしてくださっており、現役生や訓練生同期とも仲良く楽
しく充実した日々を過ごさせて頂いています。 （加藤さん）

　休み時間は３人で過ごすことも多いそうです。お話を聞か
せていただき、専門分野の知識と技術を共に楽しく学んでい
る様子が伝わってきました。

　本学では委託訓練生として社会人経験のある学生さんも
学んでいます。社会人経験を経てどのような学び直しをされ
ているのでしょうか。３人の学生さんにお話をうかがいました。

●実習をやってみた感想について教えてください
　実習では、子どもの発達には個人差があることや子ども
の意欲を引き出すにはどう関われば良いのか日々試行錯誤
の中で保育が行われていることを学び、保育の難しさとやり
がいを感じました。 （河野さん）

※委託訓練とは、一定の条件を満たす方が三重県の指定する機関で勉
強し国家資格を取得し正社員での就職を目指す制度です。

子ども学科２年生
加藤 茉利奈 さん
寺澤 華菜妃 さん
河野 亜弓 さん
 （左から）

－5－



新語に関する調査結果をまとめました（野呂ゼミ）
　野呂ゼミナールは、普段意識せず使っている言葉や私
たちのコミュニケーションをテーマに、自分自身で問題
点を発見し解決していく姿勢を身につけることを目的と
しています。昨年度は、辞書に載っていない新しい言葉
や用法について分析・考察した結果を報告書にまとめま
した。グループごとに、対象とする新語を４つずつ選び、
その語が実際に用いられている用例を収集した後、既存
の語との共通点や相違点を考えながら、新語の意味を記
述しました。さらに、学科の１年生全員にアンケートをと
り、その語がどの程度
使用されているか等
を調査しました。ゼミ
ナールのメンバーは、
完成した報告書を手
にして達成感や充実
感を感じています。今
後、就職活動での自己
PR等で活用すること
が期待されます。
 （オフィスワークコース教授　野呂　健一）

鈴鹿市白子公民館共催事業
パソコン教室�in�高田短期大学
　川喜田ゼミでは、地域貢献として、鈴鹿市白子公民館と
の共催事業「パソコン教室in高田短期大学」を実施しまし
た。講座内での受講生へのサポートだけでなく、スクール
バスで白子公民館へのお出迎えも行い、目上の方への「丁
寧な接遇スキルの実践」を活動のねらいとしています。今
回は「PowerPointでかんたん動画作成 電子紙芝居を作
成してみよう！」と題し、パソコンにカメラとマイクを
接続し、ナレーション入りスライド作成のマンツーマン
サポートを行いました。この活動を通し、学生達自身も参
加者の皆様から学び、成長できる機会になったと思いま
す。令和6年度は新たなテーマとニーズに向けたパソコン
教室を実施します。学生達も胸を膨らませながら次のス
テップに向かっています。

 （オフィスワークコース准教授　川喜田　多佳子）

湯元榊原舘（チームプロジェクト演習Ⅰ）
　「チームプロジェクト演習Ⅰ」での令和５年度の取り組
みは、本学と連携協定を結ぶ湯元榊原舘と榊原温泉地域
を対象にPBLを実践しました。学生がSTPやSWOT分析
を試みたところ、個々の観光資源は国内にある同種の観
光資源と比べて稀少性を有しているものの、その稀少性
から得られる経験価値が十分に訴求されていないと仮説
を立てました。そこで、榊原温泉地域の経験価値を間近で
確かめるべく、12月17日（日）に湯元榊原舘へ訪問し、代
表取締役社長・前田諭人様から地域住民や事業者、来訪者
の実態を聞き取りました。前田様の見解を参考に、継続履
修科目の「チームプロジェクト演習Ⅱ」で若者に訴求すべ
き榊原温泉地域の経験価値を考察していきます。

 （オフィスワークコース助教　伊東　秀幸）

津ビジネスアイデアコンテスト（伊東ゼミ）
　3月18日（月）、津商工会議所設立130周年記念事業

「TSU BUSINESS IDEA CONTEST」が開催され、１次審
査を通過した７チームが最終審査に挑みました。本学から
キャリア育成学科オフィスワークコース・伊東ゼミ１年も
出場し、全体の２番目にあたる「優秀賞」を受賞しました。
伊東ゼミ１年は、「健康を取り戻せるか?!榊原温泉で湯快
津ぅ買いスイーツバイキング」と題して観光振興を考察
し、湯屋を彷彿とさせる衣装から榊原温泉に対する想いを
伝えるとともに、マーケティングのフレームワークを駆使
した論理的なビジネスアイデアを制限時間の７分間で披
露しました。これからビジネスアイデアの実現に向けて始
動し、津市の観光振興に貢献していきます。

 （オフィスワークコース助教　伊東　秀幸）

キャリア育成学科
オフィスワークコース
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１年を振り返って
キャリア育成学科
オフィスワークコース２年　淺井　愛里
　高田短期大学に入学して１年が経ちました。
　今年は文化祭や自治会行事など盛りだくさんの
イベントが復活し、とても楽しく充実した学校生活
を送ることができました。
　この１年は普段の授業と並行して、検定対策にも
集中して取り組み、５種類の資格を取得することが
できました。その中でも特に簿記検定は、今まで全
く学んだことのない分野だったので苦戦しました。
放課後に友人と一緒に勉強したこと、授業内の小テ
ストに必死だったことが今では良い思い出になっ
ています。
　２年生では就職活動に加えて、ボランティア活動
も頑張りたいと考えています。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、
辛かったこと　③将来の夢　④高田短大とは
⑤後輩へのメッセージ

入社１か月の感想
キャリア育成学科 オフィスワークコース　令和５年度卒　尾﨑　彩花
❶パイロットインキ株式会社　❷仕事をしながらスキルアップを実感する
ことが出来る点です。会社に影響のあるニュースを見たり、研修の中で発
表をする機会が多く発表スキルを学べたりします。自分の成長を短期間で
感じられる点がうれしく思います。辛い点は初めての現場で緊張感を感じ
るところです。自分のペースを見つけることが大切だと思いました。 ❸私
は、自分の社会人としてのレベルアップを続けながら、会社の役職をいただ
ける人になりたいと考えています。 ❹生徒に対してのサポートが手厚い
です。就職する際は特に、どの先生も気にかけてくれて企業選択の幅が広が
り私はとても感謝しています。 ❺学生のうちしかできないことはたくさ
んあり社会人になると仕事のことを考え自由に使える時間が少なくなりま
す。ですので、勉強も遊びも両立し充実した学生生活を送ってください。

卒業生からのメッセージ

題 に 取 り 組 み
ました。会話を
弾 ま せ な が ら
学 生 と 受 講 者
が 問 題 に 取 り
組む様子は、と
て も 素 晴 ら し
いものでした。
　また、コロナ
禍のため中止していたパソコン指導ボランティア養成講
座を、「パソコン・スマホ教室サポーター養成講座」とし
て再開しました。サポーター実践として、２回目のパソコ
ン＆スマートフォン教室で６名の受講者がスタッフとし
て活躍され、修了証が中央公民館担当者より手渡されま
した。

●キャリア研究センターの廃止について
　キャリア研究センターは平成26年6月に発足し、行
政・地域企業等との連携事業や、卒業生・企業の方々に向
けた各種セミナーを行うとともに、研究会・学習会の開
催や紀要の発刊等を行ってきました。
　これらの活動により地域との連携構築、地域への貢献
活動の柱立てを行うことができたと考えます。
　しかし、令和5年度からのカリキュラム改訂にともな
い、オフィスワークコースの授業や活動と重なる部分が
多くなりました。
　このため、キャリア研究センターは一定の役割を終え
たものとし、令和6年3月末をもって廃止することとい
たしました。この間ご支援、ご参画いただいた連携機関、
地域の皆様に御礼申し上げます。
　なお、キャリア研究センターで行ってきた連携事業や
セミナーはキャリア育成学科オフィスワークコースが
引継ぎ、実施して参ります。
　（元キャリア育成学科教授・元キャリア研究センター長
 中畑　裕之）

●一身田寺内町PRポスターを作成しました
　キャリア研究センターでは津市、一身田商工振興会と
連携して、一身田地域の活性化に係る取り組みを継続的
に行っています。
　オフィスワークコース中畑ゼミ2年生が一身田寺内町
とそのお店を訪問し、こういうことアピールできるのに
など気付いた課題を基に、ポスター案を作成しました。
　ポスター案の報告会を一身田商工振興会、津市など
関係の方々を招き、6月30日（金）に本学で開催しまし
た。参加者からの意見や提案を受けてポスターのブラッ
シュアップを行い、商品PRやカフェの紹介などのポス
ターを作成しました。
　作成したポスターは各お店や一身田寺内町の館など
で掲示され、寺内町まつりのPRポスターは一身田地区の
掲示板に掲示されました。

●パソコン＆スマートフォン教室を開催しました
　津市中央公民館との共催事業として、パソコン＆ス
マートフォン教室「もっと便利に！インターネット活用
術」を「情報ボランティアみえ」と協力して、9月2日（土）
と1月20日（土）の２回開催しました。
　内容は、情報検索の基礎、マップ検索とストリート
ビュー、画像検索（Googleレンズ）で、Google検索を使
いこなすとともにスマホでの検索の活用も行いました。
最後にスタッフと受講者がグループとなり、情報検索問

キャリア研究センター

セミナーの様子
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キャリア育成学科介護福祉コースの取り組み
　介護福祉コースでは、良好な人間関係を築く力である

「ヒューマンスキル」と多様な人々とともに仕事に取り
組むことができる「社会人基礎力」を持ち、介護福祉の専
門能力を身につけて、地域社会で活躍できる介護福祉士
を育成するため、さまざまな取り組みを行っています。
令和５年度の取り組みを一部紹介します。

介護実習Ⅱでの学生の実習の様子
～虹の夢津にて～
　令和６年２月〜３月、本学１年生が介護実習Ⅱに臨みま
した。今回が学生にとって2回目の実習で20日間という長
い期間、10カ所以上の施設に分かれて実習しました。１年
生の小掠さんは特定施設入居者生活介護虹の夢津にて学
びました。
　介護実習では、介護に関する知識・技術を実際の利用者
さんと接しながら学び、生活支援のヒントを先輩職員や利
用者さんから伝授していただきます。一緒に季節の行事に
参加したりして会話し、自分で企画したレクリエーション
を実施して支援者としてのあり方を身につけます。下の写
真はお茶会の様子、協力していただいた利用者さんの笑顔
が素敵ですね。小掠さんのがんばる様子が感じられます。

福祉用具の展示体験会に参加しました
～三重県身体障害者総合福祉センター～
　令和５年11月17日（金）、三重県身体障害者総合福祉
センターにて「みえ福祉用具フォーラム2023」が開催
され、多くの福祉用具業者が参加した展示体験会が行わ
れ、１年生の学生たちが授業の一環で体験してきまし
た。実際に見て触れて試してみる機会は重要です。「その
人に合った福祉用具」が選択できる知識・技術を身につ
けることが大切でそのきっかけ作りになるイベントで
した。学生たちは短い時間を利用してたくさんの福祉用
具を見て体験し質問したりしてレポートにまとめ記憶
に残しました。

自分たちで企画して
空きコマを利用して実施したクリスマス会
　令和５年12月21日（木）ゼミナールの学生たちが高短
祭での売上金などを利用して自分たちで企画しクリス
マス会を実施しました。写真は中川ゼミの様子です。

キャリア育成学科
介護福祉コース

（介護福祉コース長　中川　千代）施設の広報ページより（施設の方からご提供をいただきました）
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供者に卒業生を迎える回も多くなり、認知症や障害のあ
る方との介護実践報告は心に響きました。利用者の行動
を問題行動として捉えるのではなく、「何を伝えたいの
か、どのような人なのかを理解したい」という気持ちのこ
もった発表に、卒業生の成長した姿を感じる嬉しい時間
となりました。研究センターの大事な役割の一つである

「リカレント教育の場」として、定例研究会が確立してい
ることに、この10年の継続の力を改めて感じています。
　今年２月の第54回定例研究会では、山本啓介研究員か
ら「価値の実現と幸福についての考察」をテーマにお話い
ただきました。先人らの幸福観や「幸せ」に関する映画の
タイトルや商品のキャッチコピー等を具体的に挙げなが
ら、人々は幸せを願っており、世の中には「幸せ」が溢れて
いることを確認したうえで、幸せとは個人の主観である
と報告されました。発表
の最後は、昨今の「戦争」
に思いをはせ、価値観を
統一する必要はない、必
要なのは尊重し合うこ
とだと熱いメッセージ
をいただきました。
 （介護福祉研究センター長　上山　由紀子）

●介護福祉セミナー
　介護福祉研究センターでは、
昨年11月に矢野加奈子先生を
お招きし、「リハビリあそびうた
で楽しみましょう♪〜支援の必
要な子供たちの音楽プログラ
ムを体験しませんか〜」という
テーマで開催しました。
　支援が必要な子どもは、普通に文章で話してもわかり
づらい、自分に言われていることに気づかない、何度言っ
ても習得しにくい等の特徴があります。リズムやメロ
ディに合わせて、擬音語・擬態語・擬声語等（ガチャ・キラ
キラ・ザーザー等）を用いることで、言語力、協調性を楽し
みながら育んでいけるとお話をいただきました。これら
擬音語・擬態語・擬声語を「オノマトペ」といいます。参加
者が、「オノマトペ」を用いて、実際の場面で、どのような
言葉をかけたらよいか体験するとともに、歌やゲーム等
の音楽プログラムを楽しく学びました。

●定例研究会
　令和５年度は、３回定例研究会が行われました。話題提

介護福祉研究センター

１年で学んだこと
キャリア育成学科
介護福祉コース２年　平山　翼
　高田短期大学に入学して１年が経ちました。座学や演
習などを通して介護に関する基礎的な知識や技術をこの
１年で身につけることができました。また、介護実習で実
際に通所介護や特別養護老人ホームに行って学習する
ことにより認知症のある方とのコミュニケーションや食
事介助、拘縮がある人の移乗介助、おむつ交換など普段
学校では体験できないことを学ぶことができました。
　２年生になり、就職活動や介護福祉士の国家試験対
策が本格的に始まります。どちらも両立でできるように
していきたいです。また学生生活も残り半分となったの
で悔いの残らないように、友達と楽しく過ごしていきた
いと思っています。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、
辛かったこと　③将来の夢　④高田短大とは
⑤後輩へのメッセージ

介護福祉士になって
キャリア育成学科 介護福祉コース　令和５年度卒　相馬　衣織
❶介護老人保健施設やまゆりの里　❷研修や職場で先輩職員、他職種の方々が
基礎や施設での介助方法や不安に思うことへの質問等に対して丁寧に教えて頂け
て日々の学びがあり、働きやすい職場です。また、人の命を預かる仕事のため覚え
る事も多く、知識･技術･責任感等が必要です。さらに、自分1人でも多くの利用者
様の介護をする必要もあり、迅速な対応を求められますが、利用者様への思いやり
を忘れず日々の介護を頑張っています。 ❸利用者様に楽しい生活を送っていただ
くために、手早くとも丁寧な介護をし、利用者様の笑顔を引き出せる介護福祉士に
なりたいです。 ❹高田短大は介護の知識･技術だけでなく、友人同士で空き時間
での勉強や先生方との距離も近く、相談しやすい学びにつながる環境です。 ❺高
田短大での2年間はすぐに過ぎます。後悔しないように2年間を過ごしてください。

卒業生からのメッセージ

●外国人留学生支援室の紹介
　令和６年度の本学の外国人留学生は２年生が６名（ネ
パール人５名、ミャンマー人１名）、１年生は10名（ネ
パール人９名、スリランカ人１名）です。介護福祉コース
14名、オフィスワークコース２名となっています。
　外国人留学生支援室では留学生の日本語学習サポート
や、授業での日本語補助等の学びへの支援、施設奨学金の
紹介等を行っています。

 （外国人留学生支援室長　大橋　一喜）

外国人留学生支援室

卒業を喜ぶ留学生の皆さん
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共同研究成果物の発刊
　本学の仏教教育研究センターでは、昨
年３月、およそ25年の年月をかけ、のべ

15名の研究員が心血を注ぎ、やっと発刊するにいたっ
たのが『影印 翻刻  現代語訳　顕正流義鈔』である。
　今から五百年ほど前、真宗高田派の第十世である真慧
上人は、『顕彰流儀鈔』と名付けた書物を著された。書名

の 通 り、親 鸞 聖
人の教えが正し
く伝わることを
願われて、その教
えの肝心要が述
べられ、教えの伝
承、お 念 仏 の 伝

統、まさにここにありと叫ばれているのである。
　真慧上人のその功績を、真宗高田派のみならず、現代
の世に広く伝えるべく、『顕正流義鈔』の研究が続けられ
てきたのであった。
　詩人高田敏子さんの「水のこころ」という詩に、

とあった。研究員は当然、真慧上人の心を大切にしてい
たが、長きにわたった共同研究では、研究員同士が互い
の心を尊重していたように思われる。
 （子ども学科特任講師・仏教教育研究センター研究員　松山　智道）

研究
余滴
研究
余滴
研究
余滴

  仏教教育研究センター
　昔、読んだ書物の中に、次のような会話がありました。
　「あなたは何ですか？」
　「人間です」
　「人間とは何ですか？」
　「考えてみます」
　「考えてわかることですか？」
　「人間」という言葉には、どの
ような意味があるのでしょう
か。「人間性」、「人間味」、「人間
らしさ」などの派生語があり、

「人で無し」とか「あなたには人
の心があるの!?」という厳しい使い方もあります。人間が
人間であるためには、何が必要なのでしょうか。
　また、先ほどの会話と同様に、
　「あなたがいる高田短期大学とは、どのような学校です
か」と問われた場合、どう答えたらいいのでしょうか。同じ
学科の他の短期大学とは違って、高田短期大学が高田短期
大学である独自性は何でしょうか。それは、人が人の心を
持って人であるように、建学の精神、建学の心があってこ
その高田短期大学であります。
　その建学の精神とは、本誌の『本山参詣と仏教行事』で
も述べましたが、親鸞聖人が明かされた仏教精神によって

「ほんとうの人間になっていく」ことであります。
　仏教教育研究センターは、学内にある他のセンターと同様
に「地域連携施設」であります。
　その主な活動内容は、本学の建学の精神である仏教の学
びが、学内だけに留まらず、学外の地域の方々にも広がるこ
とを願って、様々な講座が開かれています。年齢は問いませ
んので、学生の皆さんも参加できます。
　本学のホームページに当センターの活動内容、講座内容が
紹介されています。「基礎講座」は八月の五日間、１限目から
５限目まで五講座を学び、「専門講座」は二年間かけて十講座
を学びます。「公開講座」は、前期と後期に一回ずつ開催され
ます。仏教教育は生涯学習です。センターの講座に来られる
方々は熱心ですし、輝いておられます。
 （センター長　松山　智道）

 本山参詣と年四回の仏教行事について
　高田短期大学では、例年、午前中に入学式を終えた学生
が、午後からは高田派本山専修寺へ移動して、合同参拝を
行っています。本学では年四回の仏教行事を通して建学の
精神を身につけていますが、本山参詣はその精神発祥の地
を訪れるものです。
　今年も、同行した教職員も含め、全員が宗祖親鸞聖人の木
像が安置されている御影堂に入り、本学の清水谷正尊学長
から、本山の歴史、御影堂と如来堂（阿弥陀如来の立像が安
置されたお堂）の説明がありました。親鸞聖人は阿弥陀如来
さまの智慧と慈悲のすばらしさを教えてくださった方であ
り、この二つの大きな御堂の建立と維持は、その阿弥陀如来
さまと親鸞聖人のお心を護り伝えようとされた先人の多大
なるご苦労の歴史の象徴なのです。新入生も御堂に座して
手を合わせ、在学中の仏教行事で唱和するお勤めと仏教讃
歌の練習をして、本学の建学の精神（親鸞聖人が明かされた
仏教精神）を身に付けるスタートとなりました。
　本学の建学の精神は、平易な言葉で言えば仏教精神に基
づいて「ほんとうの人間になる」ということです。学生も教
職員も、建学の精神のもとで、ほんとうの人間へと成長して
いくのです。つまり、仏教で説かれている慈悲（ぬくもり）と
智慧（明るさ）を学ぶことで、相手を思いやる優しい人とな
り、生きる意味や人の尊さなどが分かる賢い人になってい
くのです。

　本学では、年四回
の仏教行事があり、
代表学生による華籠
献華・献灯・献華・献
香や、学生と教職員
の代表による焼香、
さらに全員による仏
教讃歌と勤行、そし
てその厳粛な雰囲気
の中で建学の精神に

つながる講話をお聴きして終了します。建学の精神が自然
と身に染みこむ貴重な時間と空間、それが仏教行事であり
ます。 （仏教行事委員長　松山　智道）

「水は　つかめません　水は　すくうのです　指をぴっ
たりつけて　そおっと　大切に──　水はつかめません
水は　つつむのです　二つの手の中に　そおっと　大切
に──　水のこころ　も　人のこころ　も」
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社会における仲間づくりの大切さ
　社会の中で、ひとは一人ではより良く生きていくこと
はできません。仲間と群れない「孤高」の時間は貴重です
が、「孤立」は辛いものです。だからこそ、他人と関わるこ
とで生じる摩擦を乗り越えながら、仲間づくりを進めて
いくのです。仕事で良好な仲間づくりができれば、１＋１
が２以上の力を発揮しますが、仲間づくりができていな
いと、１＋１が１以下のパフォーマンスしか発揮できな
いことすらあります。

就職活動における仲間づくりの大切さ
　就職活動においても、仲間づくりが大切です。希望の
ところに就職できるよう試験対策をしていて挫けそうに

なっても、仲間がいれば頑張れます。たとえ同じところを
目指していても、競争相手は外にもいます。身内で牽制し
合っても良い結果は生まれません。最近多く取り入れら
れている集団討論（GD）では、まさに仲間づくりができ
るかどうかを見られています。キャリア支援センターが
実施する公務員試験対策では、仲間づくりを意識して、
集団討論はもとより集団面接、実技対策でもお互いを見
て評価し合う活動を取り入れています。そうしてできた
仲間同士、先に合格を手にした学生が合格後も仲間の試
験対策に協力する姿が見
られました。就職してか
ら辛いことがあっても、
そんな仲間ならきっと相
談相手になってくれるで
しょう。
 （キャリア支援センター長　眞﨑　俊明）

キャリア支援センター
な・か・ま

　今年度４月から、ボランティア活動支援室は、２号館３
階へと移動しました。開室時間は変わらず、平日８時半か
ら16時半までです。学外のボランティア活動に関する情
報の収集や情報提供や活動前の事前指導などのサポート
を行っています。ボランティア募集は、昨年度までと同様、
キャリア支援センター横に掲示してありますので、興味の
ある活動があったら、３階ボランティア活動支援室へ来て
ください。

　本学の教育理念である「やわらか心」を実践するために、
積極的にボランティアに参加しましょう。

⃝問い合わせ先
ＴＥＬ：059-253-3205
ＦＡＸ：059-253-7001
⃝Email
takatan-volunteer@
takada-jc.ac.jp

 （ボランティア活動支援室長　野呂　健一）

ボランティア活動支援室

保健室より
　保健室では、皆さんが心身ともに健康で充実した学生生
活を送れるようにお手伝いをしています。
　学校でケガをしたり体調が悪くなったときには、応急処
置を受けたり休養ができます。
　健康診断結果に対する保健指導や健康相談も行ってい
ます。体調面で心配なことがあれば保健室に相談してくだ
さい。保健室の場所は、２号館１階、カフェテラス隣です。
 （保健室　冨永　礼子）

学生相談室より
　学生相談室は、皆さんが少しでも気持ちよく、また、自分
らしく大学生活を過ごせるよう、一緒に考えたり、話し合っ
たりできる場所です。今年度から、平日はほぼ毎日、常勤の
相談員（心理士）がいます。心配ごとや困りごとの相談だけ
でなく、心理学に興味があるとか、どんな場所か見てみたい
とか、そんなちょっとしたことでも大丈夫です。気軽に立ち

寄ってくださいね。相談員が、学内を回っていることもある
ので、その時に声をかけてもらうのもうれしいです。
　学生相談室の場所は、２号館１階、キャリア支援セン
ターと保健室の間です。 （学生相談室　角谷　愛）

カウンセリング室より
　カウンセリング室は皆さんが日常生活で直面する問題や悩
みについてお話を伺い、解決や改善に向けて一緒に考えてい
くところです。カウンセリング室の場所は、２号館２階です。
　誰でも人間関係に疲れたり、何かのきっかけで嫌なこと
を思い出したりすることがあります。そんなことが重なる
と色々な事に取り組む気力が無くなることがあるかも知
れませんね。そしてそこから抜け出したいと考えるのも誰
でも同じだと思います。
　一人で抱えていてしんどい時、少し話してみてはどうで
しょうか。カウンセラーは守秘義務があるので皆さんが話し
たことは他に漏らすことはありません。また逆に皆さんが望
めば適切なところにSOSを発信することもお手伝いします。
　人は話すことで、ほんの少し心が楽になります。そのうえ
で改善策を一緒に探してみてはどうでしょうか。カウンセ
リング室はすぐ近くにあります。連絡をお待ちしています。
 （カウンセリング室　瀬島　美保子）

保健室
学生相談室
カウンセリング室
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●音楽しましょ!!
　高田短期大学吹奏楽部（たかたん吹部）では毎年10月
の高短祭での演奏に加え、保育園・こども園や特養施設
などへの訪問演奏等の活動を行っています。
　令和５年度には短大と企業の地域活性化協定に基
づき、榊原温泉日帰り入浴施設で演奏を行いました。
学内では、山本敦子先生（音楽）がプロデュースされた

「楽器（カホン）つくりと演奏会」（対象４歳〜小２の児
童と保護者）に参加させていただき、それぞれの様子
は三重ＴV、ZＴV
でオンエアされま
した。活動は部員

（学生）による自主
活動です。是 非、
一 緒 に 演 奏 し ま
しょう！
 （吹奏楽部顧問　増亦　浩一）

　令和６年度の学生自治会執行部は子
ども学科６名、キャリ育成学科オフィス
ワークコース６名、介護福祉コース３名
というメンバー構成です。今年度は５月
にTJC祭、10月に高短祭、さらに１月に

も自治会イベントを開催
する予定です。また、抽選
会等のイベントを随時企
画しています。
　高短生の皆さん、一緒に
たくさん楽しみましょう。
 （学生課）

学生
自治会
の紹介

令和5年度
TJC祭の様子

令和5年度
高短祭の様子

●令和５年度も図書館主催の
　公開講座を実施しました
　令和５年度も、前年度好評だった高田
短期大学付属図書館公開講座「図書館
司書と楽しむ文学とおしゃべりの講座」

（全３講座）を開催しました。21人のかたがたに３講座
通しでご出席いただ
きました。
　9月実施 【講座１】

「石 牟 礼 道 子 と
MINAMATA」では、
生まれ育った地で発
生した深刻な問題に

図書館
公開講座
を開催

終生向き合った作家と、現地に赴き献身的に活動した
W.ユージン・スミスら写真家たちを紹介しました。
　11月実施 【講座２】 「平家物語－かくも愛しき武士

（もののふ）たち」では、武士たちの言動について、背景
にある各々の事情や人生も踏まえて、考えました。
　２月実施 【講座３】 「遠藤周作－フランスへの旅」で
は、信仰の人として知られる作家の、戦後間もない旅程
をたどり、旅がもたらしたものについて考えました。
　全員参加の座談会では、前年度から受講のかたも、初
めて参加のかたも、活発にご発言いただきました。
　本講座は令和６年度も引き続き開催することになり
ました。学生の皆さんの受講も歓迎いたします。
 （図書館司書　瀬古　幸弘）

部活動の
紹介

●３年目のネイチャークラブ
　たかたんネイチャークラブが発足し
て３年目の春となりました。学校生活と

サークル活動の両立はなかなか難しいこともあり、思
うように活動ができないこともありますが、味噌や醤
油を作ったり、自家製味噌で豚汁を作ったりして皆さ

んに振舞ったりすることが
できました。また、地域の方
のご厚意でお借りしている
畑で野菜の栽培を始めまし
た。楽しむことはもちろん、
さまざまな人とのつながり
やかかわりもできていけば
と思います。元気いっぱい
な新入部員も増え、ますま
す楽しくなりそうです。

 （たかたんネイチャークラブ顧問　中嶋　麻衣）

数ある部活の中から今回は２つの部活を紹介します。
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 卒業式・入学式について
　令和５年度卒業証書・
学位記授与式が、3月19
日（火 ）に 挙 行 さ れ ま し
た。今年度は来賓・保護者
にもご参加いただき、式
典を行いました。
　子ども学科・キャリア
育成学科あわせて236名の卒業生が、慣れ親しんだ学舎をあ
とにしました。
　また令和６年度入学式が、4月3日（水）に挙行されました。
　在学生代表による献灯・献華・献香・華籠献華のあと、新入生

代表による焼香、三帰依と仏式にて
行われ、新入生代表者が誓詞を述べ
ました。
　子ども学科・キャリア育成学科あわ
せて250名が入学し、この日より新た
な学生生活のスタートを切りました。

（事務局次長・総務課長　藤山　真宣）

 同窓会の近況
　樹心同窓会短大部会会長の北端先生が職責を全うされ、令
和５年度末で退任されました。平成８年度より28年間に渡
り、樹心同窓会短大部を支えていただきました。「髙短祭での
同窓会バザー」「会員が同窓会を開催するときの補助事業」「短
大創立50周年の寄付」等、多くの事業を計画し、推進していた
だきました。
　令和６年度は新しい役員も加わり、役職も一新しました。こ
れまで樹心同窓会短大部会が大切にしてきた「笑顔で集う同
窓会」が数多く開催されますことと、それを支援できる事業を
今後も展開していきたいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。 （堀内　由香里）

 学習環境の改善について
●AAAの導入について
　昨年度（令和５年４月）より、教務情報をまとめた新システ
ムA A A（Active Academy Advance）の本格運用を開始い
たしました。このシステムは、以前から運用していた「学事支
援システム」「出席管理システムTKS」「高短キャンパスネッ
ト」「キャリアカルテシステム」等を統合するものとして導入
いたしました。新システム導入によるセキュリティ向上のほ
か、各システムを統合しログイン方法を一本化することでア
クセシビリティを改善することができました。
　学生の皆さんは、「成績」「授業に関する掲示板」「大学からの
連絡」「シラバス」「出欠状況」「就活情報」にアクセスするツー
ルとして毎日のように利用いただいています。
 （教務課長　高村　幸生）
●施設改修について
　令和５年４月〜６月にかけて、１号館４階講堂の空調設備
を改修しました。講堂内の一部空調機器に不具合があったた
めで、全面的に機器を入れ替えることとなりました。また、９
月に２号館２階大講義室および２号館３階視聴覚室の音響設
備を入れ替えました。両教室の音響設備の経年劣化による不
具合があったため、機器の入替を行いました。
　今回の施設改修により、学生の皆さんの学習環境の改善が
図られることとなりました。
 （事務局次長・総務課長　藤山　真宣）

 新入生研修
　令和６年度の新入生研修が４月23日（火）に実施されまし
た。各学科・コースで協力して活動し、親睦を深めました。

 令和5年度入試広報活動と今後の活動に向けて
　令和５年度の広報活動
としては、前年度に引き
続き学生広報スタッフに
よる学生目線でのSNS
情報発信に加え、オープ
ンキャンパスを中心とし
たイベント企画運営、司
会進行を務めました。参加した高校生から頂いた声からは、先
輩達の姿から短大の様子がよく分かり、本学で学びたい気持ち
が強くなった、という声を多くいただくことができました。本学
の魅力をしっかり伝えることができた手応えを感じています。
　また、高大教育交流活動として、多くの高等学校より本学
への見学ツアーにも参加していただきました。育児文化室な
どの、様々な学内施設の見学や授業見学をして頂いたことに
より、充実した設備環境、本学ならではの学びの質を知って
いただけるよい機会となりました。
　令和６年度の入試広報活動では、高大教育交流を強化する
ことで、より多くの高等学校と共に充実した取り組みを行っ
ていく予定です。在学生の皆さんの協力や行事への参加も
頂けると幸いです。
　よろしくお願いいたします。
 （入試広報委員長　川喜田　多佳子）

◀ 子ども学科
　振付や衣装作りな

ど、それぞれの得意
分野をいかして協
力し、創作ダンスを
披露しました。発表
会は大変盛り上が
りました。

◀ 介護福祉コース
　グループ対抗で、紙コッ

プを積み重ねる「カップ
deツリー」ゲームを行い
ました。スピード勝負のた
め声援にも力が入り、大
盛りあがりとなりました。

オフィスワークコース ▶
ペーパータワーでチー
ムビルディングに取り
組みました。チーム全
員で高く積み上げる方
法を考えて競いました。
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夢の実現にむけてのお手伝い
子ども学科　林　幹士
　今年度より、お世話になります。大学教
員生活10年目という節目を、高田短期大
学で過ごすことになりました。教育原理
や保育者論を担当します。学生の夢の実
現にむけて、持てる力を発揮したいと考
えています。よろしくお願いいたします。

出身地である三重県で
子ども学科　伊藤　拓也
　４月より子ども学科で「発達学習心理
学」や「保育の心理学」、「子どもと人間関
係」などを担当させていただくことにな
りました。保育者養成はもちろんのこと、
地域貢献活動にも積極的に取り組みた
いと思います。どうぞ、よろしくお願い
いたします。

未来に向かって一歩ずつ
子ども学科　尾高　慶彦
　本年度より子ども学科に着任いたし
ました。前職では愛知県の小学校、長野
県の短期大学で教員を務めてきました。
これまでの子どもとかかわる経験や保
育者養成の指導経験を基に、学生みなさ
んの夢や目標が実現できるようサポー
トしていきます。

学生に寄り添ったサポートを心がけます
キャリア育成学科　杉本　あゆみ
　4月よりキャリア育成学科におけるキャリア教育関連科目
担当として着任いたしました杉本と申します。本学は、これま
で高い就職率を誇っていましたので、引き続き、就職率100%
を目指して学生のサポートに全力を尽くします。どうぞ宜し
くお願いいたします。

図書館で素敵な本との出会いを
キャリア育成学科　江淵　剛
　皆さん、はじめまして。オフィスワーク
コースで経済、経営関連科目を担当します。
　経済と聞くと難しいイメージを持たれ
るかもしれませんが、近頃はとても分か
りやすく解説された本も多く出ていま
す。学生時代に多くの本と出会い、経済や
社会に対する興味や関心を深めていって
欲しいと思います。

自分の得意を専門性に
キャリア育成学科　東海林　藍
　4月より介護福祉コースで生活援助
技術等を担当させていただくことにな
りました。学生の皆さんが短大での学び
の中で、介護福祉士としての「専門性」の
種を見い出せるよう、お手伝いしていき
たいと思います。どうぞよろしくお願い
致します。

皆さんのこころに寄り添えるように
学生相談室　角谷　愛
　今年度から学生相談室の相談員（心理
士）として勤務します。すみやめぐみで
す。皆さんがほっとできるような場で
ありたいなと思っています。「誰かに話
を聴いてほしいな」とか「ちょっと疲れ
たな」とか思った時、どうぞ気軽に立ち
寄ってくださいね。

皆さんとの出会い！このご縁を大切に！
キャリア支援センター　藤村　泰子
　私が今まで人として成長出来たのは、
学生時代の出会い、職場での出会い、そ
の他大勢の方々との出会いがあったか
らです。そして４月から新たに皆さん
と出会い、今とてもワクワクしています。
このご縁を大切に、皆さんと共に歩んで
いきます！

今号の表紙の題字デザインについて
　「高田短期大学通信」の題字デザインを2024年4月16日
から5月10日まで募集したところ全部で４点の作品応募
がありました。どれも力作でよく考えられたデザインで、
１点を選ぶのが大変難しかったのですが、最終的に子ど
も学科１年生の浜辺妃藍さんの作品に決定しました。
　応募作品は次のとおりでした。

応募してくださった皆さん、ありがとうございました。
（図書委員会）

こちらに
決定しました!

着任のみなさん
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高田短期大学通信 第59号

公　告  令和５年度における学校法人高田学苑の決算は次の通りですので、高田学苑寄附行為第 42 条の規定に基づき公告いたします。　
学校法人 高田学苑

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸 借 対 照 表（令和６年 3 月 31 日）　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
資産の部 負債の部

科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減 科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減
固定資産 （8,074,072,220） （8,045,285,765） （28,786,455） 固定負債 （267,134,399） （266,357,065） （777,334）
　有形　固定　資産 （5,843,956,961） （6,084,688,872） （△240,731,911） 　　退職給与引当金 267,134,399 266,357,065 777,334
　　土　地 1,025,122,922 1,025,122,922 0 流動負債 （422,380,665） （464,146,769） （△41,766,104）
　　建　物 3,903,050,352 4,064,688,294 △161,637,942 　　未払金 64,146,705 89,930,891 △25,784,186
　　構築物 563,913,715 628,326,808 △64,413,093 　　前受金 267,645,000 286,040,000 △18,395,000
　　教育研究用機器備品 74,997,944 79,858,778 △4,860,834 　　預り金 26,375,811 26,001,633 374,178
　　管理用機器備品 10,952,923 11,395,538 △442,615 　　修学旅行費預り金 58,116,024 56,400,020 1,716,004
　　図　書 228,348,427 232,161,996 △3,813,569 　　卒業諸費預り金 6,097,125 5,774,225 322,900
　　車　輌 7,651,200 13,215,058 △5,563,858 負債の部合計 （689,515,064） （730,503,834） （△40,988,770）
　　学苑林 29,919,478 29,919,478 0 純資産の部
　特定資産 （2,175,949,330） （1,908,101,236） （267,848,094） 科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減
　　退職給与引当特定資産 268,490,000 263,490,000 5,000,000 基本金 （13,104,500,702） （13,049,525,087） （54,975,615）
　　施設設備拡充引当特定資産 1,907,459,330 1,644,611,236 262,848,094 　　第1号　基本金 12,932,500,702 12,877,525,087 54,975,615
　その他の固定資産 （54,165,929） （52,495,657） （1,670,272） 　　第4号　基本金 172,000,000 172,000,000 0
　　借地権 2,257,500 2,257,500 0 繰越収支差額 （△5,217,014,807） （△5,150,892,890） （△66,121,917）
　　電話加入権 1,285,980 1,285,980 0 　　翌年度繰越収支差額 △5,217,014,807 △5,150,892,890 △66,121,917
　　施設利用権 71,190 142,380 △71,190 純資産の部合計 （7,887,485,895） （7,898,632,197） （△11,146,302）
　　ソフトウェア 21,415,020 26,869,810 △5,454,790 負債及び純資産の部合計 （8,577,000,959） （8,629,136,031） （△52,135,072）
　　有価証券 13,297,674 13,297,674 0
　　差し入れ保証金 350,000 350,000 0
　　長期前払金 15,488,565 8,292,313 7,196,252
流動資産 （502,928,739） （583,850,266） （△80,921,527）
　　現金預金 374,452,119 408,990,971 △34,538,852
　　未収入金 60,940,360 73,633,999 △12,693,639
　　前払金 3,243,020 91,212 3,151,808
　　立替金 80,091 38,959,839 △38,879,748
　　修学旅行費預り資産 58,116,024 56,400,020 1,716,004
　　卒業諸費預り資産 6,097,125 5,774,225 322,900
資産の部合計 （8,577,000,959） （8,629,136,031） （△52,135,072）

○退　職
　子ども学科　　　　　教　　授 山口　昌澄
　キャリア育成学科　　教　　授 中畑　裕之
　子ども学科　　　　　准 教 授  寳來　敬章
　キャリア育成学科　　特任講師 海住　信行
　キャリア育成学科　　特任講師 服部　優子

　キャリア支援センター  キャリアサポーター 宮﨑　信明
　外国人留学生支援室 前田　恵里
　ボランティア活動支援室 杉谷　哲也

○異　動
　教務課から高田中高等学校事務部庶務課へ 藤善　真裕

《�

人
　
　
事�

》

私のキャリアを振り返って
 中畑　裕之 （元キャリア育成学科教授）
　この３月末を持って高田短期大学を定年

で退職しました。振り返れば、百五銀行、百五総合研究所、
高田短期大学と43年間、指導し導いていただいた方々、温
かく見守ってくれた方々に感謝しかありません。
　大学卒業時、定年を教員で迎えるとは予想していませんで
した。就活では４社受けた内３社落ち、ゼミの先生が心配し
て大学院に進むかと聞かれたことを思い出します。時を経て
経験を積むことで、ようやく高等教育に携わらせてもらえる
ようになったのかなと思われます。
　さて就職ですが、地域に貢献したい思いもあり第一志望
にしていた百五銀行から内定を得、同行に入行しました。し
かし、銀行員の仕事をしたのは４店舗、９年ほどで、その後は
経済団体「中部経済連合会」への出向から百五総合研究所

（当時は百五経済研究所）と、銀行員とは異なる仕事をして
きました。
　きっかけは30歳前後に中小企業診断士などの資格を取
得したことのようです。誰が見ていたのか、営業成績はパッ
としないが変わったのが居るから外に出してみようというこ
とだったようです。実は資格に挑戦したのは「そのうちに銀
行を辞めてやろう」と思っていたためでしたが、結果は思わ

ぬ方向に進みました。
　中部経済連合会での仕事、百五総合研究所での仕事は形
が無いところから考え始めるようなことが多く、大変でした
が、今では良い思い出です。
　そして縁あって高田短期大学で教員となりました。銀行
員、地方シンクタンク、社会人、家庭人の経験がなければ
務められなかったと考えます。そして、SNSやYouTube、
K-POPなど、それまで避けてきたことを学生から教えても
らったことで私の世界は広がりました。これには感謝です。
　キャリアデザインの理論に「計画的偶発性」というものが
あります。「キャリア形成の８割は偶然起こる事象が左右する」

「偶然の事象は自分の行動や努力でキャリア形成に役立て
られる」「環境を変化させるなどして意図的に偶然の事象を
引き寄せることもできる」というもので、意図せず歩んだ私
のキャリアもこの理論に近いようです。
　偶然がキャリアの８割を支配するならキャリアデザインな
ど無駄と思うかもしれませんが、誰か
が努力を見ているかもしれません。学
生の皆さん、卒業生の皆さんには、未
来に向けて一つずつ力を積み上げ、将
来を築いていってもらいたいと思いま
す。私ももう少し頑張って、社会と関
わっていこうと考えます。

人生
余滴
人生
余滴
人生
余滴
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子ども学科
◆私立保育園
アソシエ不動保育園、石榑保育園、いせの
杜保育園、えがお志摩保育園、片田保育園、
久保保育園、さつき保育園、志登茂保育園、
しまの杜保育園、たいすい保育園、たいすい
中央保育園、第三愛護園、第二長太の浦保
育園、ちいさな保育園、津愛児園、つくし第二
保育園、つ保育園、つぼみ保育園、つまちな
か保育園、豊野保育園、豊浜西保育所、な
かよし保育所、ながさわ保育園、長太の浦保
育園、なのはな保育園、にじのいるか保育園
南葛西、ひかり保育園、久居保育園、日の本
第二保育園、ひまわり保育園、ひよこ保育園、
松阪清泉愛育園、松阪仏教愛護園、三重愛
育保育園、三重保育院、みどり保育園、みの
り保育園、みややま保育園、わかすぎ第２保
育園、わかすぎ第３保育園
◆私立幼稚園
あおい幼稚園、桔梗が丘幼稚園、神宮五十
鈴川幼稚園、鈴鹿幼稚園、第２すずかきしお
か幼稚園、高田幼稚園、富田文化幼稚園、
ふたば幼稚園、みずきが丘道伯幼稚園
◆私立こども園
暁の星こども園、いつきのみやこども園、風の
丘認定こども園、風の子認定こども園、亀山
愛児園、かわしまこども園、くまだこども園、サン
認定こども園、修道こども園、末広認定こども
園、高岡ほうりん認定こども園、中島こども園、
認定こども園杜の街ゆたか園、NOBENOこ
ども園、藤認定こども園、藤水認定こども園、
ぼだいじIRORI園、みらいの森ゆたか園、め
いりんこども園、ゆい保育園、ゆたか認定こど
も園、ルーテル二葉認定こども園
◆公立保育園
伊勢市立保育所きらら館、熊野市立金山保
育所、鈴鹿市立河曲保育所、鈴鹿市立西
条保育所、大紀町立いしきあおぞら保育園、
大紀町立ななほ保育園、玉城町立外城田
保育所、津市立相愛保育園、津市立安濃
保育園、津市立川合保育園、津市立橋南

保育園、津市立雲出保育園、津市立ひとみ
ね保育園、津市立北部保育園、東員町立み
なみ保育園、松阪市立春日保育園、松阪市
立西保育園、四日市市立日永中央保育園、
度会町立棚橋保育所
◆公立保育園（臨時）
紀宝町立鵜殿保育所、鈴鹿市立玉垣保育所、
鈴鹿市立牧田保育所、津市立千里保育園
◆公立幼稚園
菰野町立竹永幼稚園
◆公立こども園
伊勢市立しごうこども園、亀山市立関認定こ
ども園アスレ
◆公立こども園（臨時）
菰野町立菰野こども園、津市立芸濃こども園
◆施設
いせ子どもの家、エスペランス桑名、エスペラ
ンス四日市、NPO法人 HA-HA-HA、こい
しろの里、里山学院、児童養護施設なない
ろ、真盛学園、鈴鹿里山学院、鈴鹿和順学
園、聖マッテヤ子供の家、天理教三重互助
園、名張養護学園、乳児院ましろ、三重済美
学院、みどり自由学園
◆企業 等
紀宝町職員（事務職）、とくりき耳鼻咽喉
科医院、（株）戸田医科器械店、丸亀産業

（株）、三重県国民健康保険団体連合会
◆進学
同朋大学

キャリア育成学科 （オフィスワークコース）
◆鉱業･採石業･砂利採取業

（株）山本建材
◆建設業
中美建設（株）、松阪興産（株）
◆製造業

（株）スルガ、豊田合成日之出（株）、（株）ニ
シタニ、日産部品東海販売（株）、パイロットイ
ンキ（株）、（株）ヨシザワ
◆電気・ガス・熱供給・水道業

（株）ウインドテックエンジニアリング
◆情報通信業

（株）サイネックス、（株）べオスアイティーホール

ディングス、（株）ミエデン
◆運輸業、郵便業

（株）日本陸送
◆卸売業、小売業

（株）ぎゅーとら、（株）テレポートモバイル、中
西電機工業（株）、ネッツトヨタ三重（株）、三
重いすゞ 自動車（株）、三重ダイハツ販売（株）、
三重トヨタ自動車（株）、三重トヨペット（株）、
三重リコピー（株）、（株）ミツイバウマテリアル
◆金融業、保険業

（株）三十三銀行、JA鈴鹿、（株）百五銀行、
（株）ヘルシーファミリー
◆不動産業、物品賃貸業

（株）賃貸の窓口、（株）トヨタレンタリース三
重、三重交通コミュニティ（株）
◆学術研究・技術サービス
井田裕明税理士事務所、百五オフィスサー
ビス（株）
◆医療・福祉
近鉄スマイルライフ（株）、斉木内科、高野尾
クリニック、中部眼科、（医）同心会 遠山病
院、はやし歯科医院
◆サービス業

（株）ワットコンサルティング
◆公務
亀山市職員、亀山市会計年度任用職員、三
重県警察官B

キャリア育成学科 （介護福祉コース）
◆老人福祉施設

（社福）あけあい会、伊勢温泉観光（株）、
（社福）ウェルハート厚生会、（社福）永甲会、
（社福）風薫会、（医）佐藤病院、（医）思源
会 岩崎病院、（社福）慈童会、（有）スィート、

（社福）高田福祉事業協会、（社福）なでし
こ苑、（医）白鳳会、（社福）白壽会  豊野み
かんの里、八風の里、（医）緑の風
◆企業

（株）スルガ
◆進学
鈴鹿大学短期大学部

令和５年度卒業生 就職先等一覧

介護
福祉コース
進路先

オフィス
ワークコース
進路先

子ども学科
進路先
子ども学科
進路先

介護
福祉コース
進路先

子ども学科
進路先

幼稚園
9%
幼稚園
9%
幼稚園
9%

保育園
49%
保育園
49%
保育園
49%

こども園
21%
こども園
21%
こども園
21%

施設（児童等）
10%

施設（児童等）
10%

施設（児童等）
10%

施設（障がい・老人）
3%

施設（障がい・老人）
3%

施設（障がい・老人）
3%

進学 1%進学 1%進学 1%
企業 4%企業 4%企業 4%

その他、
アルバイト
10%

その他、
アルバイト
10%

その他、
アルバイト
10%

その他、アルバイト 3%その他、アルバイト 3%その他、アルバイト 3%

建設業 3%建設業 3%建設業 3%

製造業
10%
製造業
10%
製造業
10%

情報通信業
10%

情報通信業
10%

情報通信業
10%

運輸業、郵便業
5%

運輸業、郵便業
5%

運輸業、郵便業
5%

卸売業、小売業
20%

卸売業、小売業
20%

卸売業、小売業
20%

金融業、
保険業 
10% 

金融業、
保険業 
10% 

金融業、
保険業 
10% 不動産業、

物品賃貸業 5%
不動産業、

物品賃貸業 5%
不動産業、

物品賃貸業 5%

学術研究、
専門・技術

サービス業 3%

学術研究、
専門・技術

サービス業 3%

学術研究、
専門・技術

サービス業 3%

医療、福祉
10%

医療、福祉
10%

医療、福祉
10%

公務
7%
公務
7%
公務
7%

鉱業･採石業･砂利採取業 2%鉱業･採石業･砂利採取業 2%鉱業･採石業･砂利採取業 2%

サービス業 2%サービス業 2%サービス業 2%

進学 4%進学 4%進学 4%
企業 4%企業 4%企業 4%

老人福祉施設
92%

老人福祉施設
92%

老人福祉施設
92%

電気・ガス・
熱供給・水道業

2％

電気・ガス・
熱供給・水道業

2％

電気・ガス・
熱供給・水道業

2％

編集後記　　　　　　皆様にご協力いただき、高田短期大学通信第59号を発行できることとなりました。お忙しい中にもかかわらず、
原稿をご執筆いただいた皆様に心よりお礼申し上げます。前号までと同様に、この通信には高田短期大学の魅力がたくさん掲
載されています。そして、共感していただける方も多くおられるのではないかと思いますが、まだ掲載されていない魅力もた
くさんあります。こうした魅力をより多くの方々にお届けできるよう、今後もよりよい紙面づくりを目指してまいります。

※表紙の写真は、令和5年度の子ども学科授業「子どもと表現（造形）」で、学生さんたちが自作の凧を使って寒風にめげず凧揚げをしている様子です。
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